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序

古くから大陸文化を受け入れる窓口として栄えた福岡市には数多くの文化財が存在しています。そ

れらは本市のみならず国のかけがえのない財産でありますが、開発によりやむを得ず失われる埋蔵文

化財については事前に記録保存調査を行い、後世に伝えるようつとめております。

本書で報告する有田遺跡群は、早良平野の北部に位置する台地上に展開する遺跡です。昭和42年

に区画整理事業に伴い九州大学文学部考古学研究室が発掘調査を実施し、昭和48年度からは福岡市

教育委員会が発掘調査を実施しています。平成21年度まで235次に及ぶ発掘調査を行いました。旧石

器時代から現代に至る複合遺跡で、弥生時代開始期の環濠集落、古代官街と考えられる建物群、戦国

時代の小田部城など各時代を通じて重要な遺構や遺物の発見があります。

今回の報告は昭和62年度から平成20年度にかけて調査したものです。有田、小田部の台地上で展

開した歴史を具体的に示す資料を得ることができました。

本書が埋蔵文化財保護に対する理解と認識を深める一助となるとともに、学術研究の資料として活用

いただけることを心より願っております。

最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至るまでご協力いただいた関係者の方々に厚くお

礼申し上げます。

平成22年3月23日

福岡市教育委員会

教育長山田裕嗣



例

1.本書は福岡市早良区有田遺跡群における開発に伴い、福岡市教育委員会が国庫補助事業で実施し

た発掘調査の報告書である。

2. 本書は昭和62年度の第132次調査、昭和63年度の第137次調査、平成17年度の第221、223次調

査、平成20年度の第228、229、231、232次調査を収録している。

3.各調査と報告は以下の者が担当し、全体の編集を森本が行った。記述方法や内容については各担

当者に任せており、調査ごとに例言を付している。

第 13 2、13 7次調査 山崎龍雄

第 22 1、22 3次調査 久住猛雄

第 22 8、22 9次調査 森本幹彦

第23 1次調査 木下博文

第23 2次調査 加藤隆也

4.各調査の出土遺物や実測図、写真などの記録類は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵、保管する

予定であるので、広く活用されたい。

有国遺跡群第132次調査

地 番 ｜福岡市早良区有田1丁目8-3

調査期間 I 1988年1月25日～3月3日

有国遺跡群第137次調査

地 番 ｜福岡市早良区有田1丁目8-4

調査期間 I 1988年4月15日～6月6日

有田遺跡群第221次調査

地 番 ｜福岡市早良区有田1丁目31番5

調査期間 I 2006年1月6日～1月20日（本調査）

有田遺跡群第223次調査

地 番 ｜福岡市早良区小田部3丁目204番2

調査期間 I 2006年1月26日～3月10日

有田遺跡群第228次調査

地 番 ｜福岡市早良区有田1丁目11-9

調査期間 I 2008年6月2日～6月11日

遺跡調査番号

遺跡略号

調査面積

遺跡調査番号

遺跡略号

調査面積
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第1章
F抱.1 有田遺跡群と周辺の遺跡（1 /25000) 

Fig. 2 有国遺跡群調査地点位置図（1/7500)

表 有田遺跡群調査一覧

第2章
第132次調査

Fig.1 第132次調査区遺構全体図（1/100)

F抱.2 SBOl～03(1/80) 

F抱.3 SB05 (1/80) 

挿図

Fig.4 SBOl・03・04・05出土遺物（1/3・1/2・1/1)

Fig.5 SDOl出土遺物（1/3)

F抱.6 SKOl～05と出土遺物（1/40・1/3・1/1)

F包7 ピット出土遺物（1/3・1/1)

Fig.8 包含層・表土出土遺物（1/3)

PL.1 (1）第132次調査区全景（東から）(2) SBOl柱穴P2

断面（東から）（3)SBOl柱穴P3断面（東から）

(4) SDOl(北東から）

PL.2 (1) SB03 P2羽口出土状況（西から）（2)SKOl(南から）

PL.3 (1) SK03 （北から） (2) SK05（南から）

PL.4 各遺構出土遺物（縮尺不統一）

第137次調査

Fig.l 第137次調査区第1面・第2面遺構全体図（1/100)

Fig.2 調査区各壁土層（1/60)

Fig.3 SBOlと出土遺物（1/80・1/3)

F抱.4 SKOl～09(1/40) 

Fig.5 SDOl・02土層と出土遺物（1/40・1/4)

Fほ.6 各土坑出土遺物（1/4・1/3)

Fig.7 第1面ピット出土遺物（1/4・1/3)

Fig.8 SAOl・02、SBll～14、SXOlと出土遺物

(1/160・1/80・1/4)

Fig.9 石組み遺構SXOl(l/30)

Fig.10 第2面ピット出土遺物（1/4)

Fig.11 各遺構出土石器と鉄器（1/4・1/3・1/2・2/3)

Fig.12 包含層出土一括土器（1/4)

Fig.13 包含層第1層出土土器（1/4)

目 次
Fig.25 第132次・第137次調査区測量図（1/200)

PL.1 (1）第137次調査区全景（南から）（2）第1面全景（南から）

PL.2 (1) SBOl （西から）(2) SD02（西から）（3)SKOl・02（北西

から）（4)SK03・04（東から）(5) SK07・08（東から）

(6) SK06全景（南から）

PL.3 (1）第2面全景（南から）（2）第2面包含層完掘後全景（南

から）

PL.4 (1) SBll～14検出状況（西から）（2)SP82遺物出土状況

（北から）(3) SP151遺物出土状況

PL.5 (1）南側段落ち部土器群の状況（西から）（2）同 出土状

況（北から）（3）一括土器出土状況（東から）(4）古墳時代

遺物出土状況（南から）（5）石組み遺構SXOl(東から）

PL.6 各遺構出土土器（縮尺不統一）

PL. 7 (1）包含層出土土器・土製品（縮尺不統一）（2）各遺構出

土石器（縮尺不統一）

第221次調査

Fig.l 有田遺跡群221次調査地点の位置（1/25,000)

Fig.2 有田221次調査の位置と周辺の調査地点（1/1,000)

Fig.3 有田221次調査と周囲調査の遺構分布（1/500)

Fig.4 有田221次調査全体図（確認調査含む）(1/200) 

Fig.5 有田221次調査全体図（1/80)

Fig.6 SD03・SD04北側土層断面図（1/40)

Fig.7 調査区南側壁画SD02,SD01ほか土層断面図（1/40)

Fig.8 SDOl・SD03ほか断面図（1/50)

Fig.9 SAOl実測図（1/50)

Fig.10 SBOl実測図（1/40)

Fig.11 有田221次確認調査部分遺構分布図（1/100)

Fig.12 有田221次出土遺物実測図（1 ) (1/3, 1/2) 

Fig.13 有田221次出土遺物実測図（2) (1/1) 

表1 SD03・SD04北側土層図（Fig.6）注記

表2 調査区南側壁画土層図（Fig.7）注記

Ph.1 第221次調査区全景（南東から）

Ph.2 調査区全景（東から；手前はSD02)

Ph.3 調査区全景（北から）

Ph.4 SDOl底面遺構検出状況（北から）

Ph.5 SD03北側土層状況（南から）



Fig.7 SE023実測図・土層図（1/30) Ph.25 SX021完掘状況（東から）

Fi！ョ.8 SK005, SK027実測図（1/30) Ph.26 E区SX122南北土層状況（西から）

Fig.9 SK041, SX004実測図（1/40) Ph.27 SX122完掘状況（北西から）

Fほ.10 SX(SK)122実測図・土層図（1/40) Ph.28 SX122底面木質（有機物）痕跡（北から）

Fig.11 SX(SC)021実測図・土層図（1/40) 第228次調査

Fほ.12 SC022実測図・土層図（1/30) Fig.1 228次調査地点周辺（1/500)

Fig.13 SC022実測図（2) （掘り方）(1/30) Fig.2 調査区全体図（1/60)

Fほ.14 SC101実測図（1/30) Fig.3 調査区西壁と東壁の土層（SD断面 1/30) 

Fig.15 SC102実測図（1/30) Fig.4 SU実測図（1/20)

F泡.16 SXOOl(SC103?), SD002実測図（1/30) Fig.5 SC実測図（1/60、1/40)

Fig.17 SB02, SB05実測図(1/60) Fig.6 SU出土土器実測図（1/3)

F抱.18 SB01実測図（1/60) Fig.7 SB実測図（1/60)

Fig.19 SB04実測図（1/60) Fig.8 SA実測図（1/60)

F抱.20 SB06, SB03実測図(1/60) Fig.9 SC、SB、SA等出土土器実測図（1/3)

Fig.21 SE023, SX041, SX122, SX021, SC022出土遺物実 Fig.10 SD出土遺物実視rr図（1/3、1/2)

測図(1/3，一部1/4) Fig.11 石器実測図（1/1)

Fig.22 ピット出土遺物実測図（1/3），各遺構出土石器・石製 Fig.12 220次と228次の柵とみられる柱穴列（1/400)

品実測図（1/3,1/2,1/1) Ph.1 調査区全景（南から）

Fig.23 SXOlO出土縄文土器実測図（1/3) Ph.2 SU（束から）

表1 調査区北西壁面土層図（F氾.5）注記 Ph.3 SU土層堆積（東から）

表2 SE023土層図（Fig.7）注記 Ph.4 SA （東から）

表3 SX122土層図（Fig.10）注記 Ph.5 SD（東から）

表4 SX021土層図（Fig.11）注記 Ph.6 調査区東壁SD断面（西から）

表5 SC022土層図（Fig.12）注記 Ph.7 SU出土弥生土器

Ph.1 第223次調査E区全景（西から） Ph.8 SD出土瓦質足鍋

Ph.2 有田223次調査作業風景(II区；西から） Ph.9 剥片鍛

Ph.3 I区全景（南から；中央から手前はSClOl・102) 第229次調査

Ph.4 I区全景（北東部分除く）（東から） Fig.1 229次調査地点周辺（1/500)

Ph.5 I区北半調査状況（西から） Fig.2 調査区全体図（1/50)

Ph.6 I区西壁北半土層状況（東から） Fig.3 土層図（1/40)

Ph.7 I区南西隅調査状況（北西から） Fig.4 出土須恵器実測図（1/3)

Ph.8 I区北半調査状況（南東から） Ph.1 調査区全景（西から）

Ph.9 I区SK005遺物出土状況（南東から） Ph.2 08周辺（南から）

Ph.10 I区SK005完掘状況（北から） Ph.3 調査区西部ピット群（東から）

Ph.11 I区SE012完掘状況（南から） 第231次調査

Ph.12 E区全景（南西側除く）（西から） Fig.1 調査地点の位置（1/2000)

Ph.13 E区東半調査状況（SX021・SC022)（南から） Fig.2 調査区平面図（1 /200) 

Ph.14 E区西半調査状況（南から） Fig.3 S B01平面図(1/60)





第1章はじめに

有田遺跡群は早良平野の北部に位置する標高10m前後の洪積中位段丘面に展開する遺跡で、現町

名は有田1・2丁目、小田部1～3丁目、 5丁目、南庄3丁目に当たる。西の室見川と東の金屑川に挟ま

れた南北1.8km、東西0.8kmの台地上であるが、侵食谷が何本も入り込むヤツデの葉状の地形であ

るので、各尾根筋は幅500mにも満たない。昭和30年代までは農村集落があり、台地上の大部分は畑

地であった。昭和40年代になると、区画整理事業が行われ、宅地化が進む。有田遺跡群の最初の調

査はこの区画整理事業にともなうもので、九州大学考古学研究室によって、 2次の調査が行われた。

その後、住宅地や商業地の開発が活発となり、福岡市教育委員会が調査主体となるが、平成21年度

現在で調査次数は235次を数えるまでになった（Fig.2、表）。

有田遺跡群の歴史的環境や全体的な調査成果については、これまでの報告書で幾度となく語られて

いるので、ここでは述べない。本書で報告する第132、137、221、223、228、229、231、232次調

査地点は遺跡群内各所の局所的な歴史的変遷を明らかにする資料を提供しており、有国遺跡群につい

ての理解を深める一助となるだろう。

有田遺跡群調査一覧表

調査面 福岡市 調査 調査 調査面 福岡市
次数番号 調査原因 所在地 積（c同） 報告書（集） 次数 番号

調査原因 所在地 積（c品） 報告書（集）

25 7920 個人住宅 小田部T丁目237-1 101.0 58 
6501 区画整理 大字有田 500.0 （九州大学調査）

個人住宅26 7921 小田部1丁目219 133.0 58 

2 27 7922 個人住宅 小田部1T目241 89.0 58 
2a I 6603 I区画整理 ｜大字有国 900.0 （九州大学調査） 28 7923 個人住宅 有国1丁目202 125.0 81 

2b 7322 南庄 29 7924 個人住宅 有国1丁目33-2 256.0 81 

3a 7503 共同住宅 小田部1丁目152 1,000.0 43 30 7925 個人住宅 有田 1丁目27-2 596.0 110 

3b 7504 共同住宅 有国1T目23 1 1,836.0 43・155 31 7926 個人住宅 有国1T目342 339.0 81 

4 7710 共同住宅 小田部2丁目139 470 32 7927 個人住宅 有国1丁目29-9 232.0 96 

5 7711 共同住宅 小田部3丁目184,185 750.0 113 33 8005 個人住宅 小田部1丁目230231 296.0 81 

6 7712 共同住宅 有国1T目20-3 377 34 8006 宅地造成 小田部1T目157 587.0 81 

7 7821 個人住宅 有国1丁目8-10 573.0 81 35 8007 共同住宅 小田部5丁目150 181.0 173 

8 7822 個人住宅 有国1丁目13-12 191.0 81 36 8008 個人住宅 小田部5丁目143-2 241.0 96 

9 7823 個人住宅 小田部TT目174-12 135.0 870 37 8009 個人住宅 小田部TT目237-3 147.0 96 

10 7824 個人住宅 小田部2T目54 200.0 870 38 8010 個人住宅 小田部1T目198 131.0 96 

11 7825 個人住宅 小田部3丁目312 67.0 870 39 8011 個人住宅 有国1丁目37-82 405.0 113 

12 7826 個人住宅 有国1丁目37-11 304.0 870 40 8012 個人住宅 有田1丁目26-1 137.0 96 





調査 調査
調査原因 所在地

調査面 福岡市 調査 調査
調査原因 所在地

調査面 福岡市
次数 番号 積（c同） 報告書（集） 次数 番号 積（c品） 報告書（集）

53 8115 共同住宅 有国1T目283,4 425.0 113 102 8512 個人住宅 小田部2T目178 330.0 173 

54 8116 寺社 有国2丁目16-1 233.0 427 103 8513 個人住宅 小田部3丁目287 501.0 212 

55 8117 個人住宅 有国1丁目33-3 290.0 110 104 8514 学術調査 有田七前田387-1 544.0 九州大学調査

56 8118 寺社 有国1T目32-9 146.0 113 105 8515 個人住宅 小田部2T目178 660.0 173 

57 8119 個人住宅 有国1丁目37-2 109.0 113 106 8538 個人住宅 小田部5丁目162番地 706.0 651 

58 8120 個人住宅 南庄3丁目185,186 167.0 377 116 

A区
8543 個人住宅 小田部3T目189-1 I 435.o I 308 

59 8121 保育園 小田部3T目177 838.0 84.139 

60 8122 道路 小田部3丁目178-2 21.0 139 107 8602 倉庫 有国 1丁目31-1／之 879.0 234 

61 8123 倉庫 有国2丁目21-2 119.0 377 108 8603 共同住宅 有国 1丁目27-1外 787.0 155.173 

62 109 8611 個人住宅 有田 1丁目37-8 110.0 173 

七目前）
8133 学校 有国七回前391-3外 1,260.0 95 

110 8623 個人住宅 有田3T目71 231.0 308 

63 8204 個人住宅 小田部1丁目224 115.0 110 111 8624 個人住宅 有国 1丁目37-3 135.0 173 

64 8205 共同住宅 小田部5丁目141-1ほか 311.0 155 118 8639 下水道埋設 有国 1・2丁目地内 2,647.0 266 

65 8206 個人住宅 有田2T目7-10 36.0 377 112 8644 個人住宅 有田2T目9-2 264.0 308 

66 8207 個人住宅 有国1丁目201 503.0 113 113 8646 個人住宅 有国 1丁目286 138.0 234 

67 8208 土地売却 小田部1丁目171ほか 685.0 377 114 8651 駐車場 小田部5丁目51-2外 888.0 308 

68 8209 個人住宅 有田2丁目17-24 76.0 427 115 8655 個人住宅 有田3丁目8-53 160.0 684 

69 8210 個人住宅 有国1T目13-10 202.0 427 116 

B区 8656 
個人住宅 小田部3丁目189-1 I 335.o I 308 

70 8211 個人住宅 有国1丁目17-1,2 136.0 173 

71 8212 個人住宅 有国1丁目22-4,7 341.0 173 117 8657 個人住宅 小田部3丁目3-14 163.0 173 

72 8213 個人住宅 有田TT目26-3 482.0 173 119 8701 個人住宅 南庄3T目270-1,271-4 203.0 264 

73 8214 個人住宅 小田部1丁目189 62.0 427 120 8705 個人住宅 有国 1丁目383,9 77.0 234 

74 8215 個人住宅 有国2丁目7-80 1,010.0 471 121 8706 個人住宅 小田部5丁目154-2 165.0 264 

75 8216 個人住宅 有田1丁目27-11,7 424.0 110 122 8707 個人住宅 小田部2丁目11-16 375.0 173 

76 8304 土地売却 南庄3T目1143 289.0 113 有田 1・2丁目，
123 8712 下水道埋設 小田部2～4丁目地内 12,544.0 I 266 

77 8305 共同住宅 有国1丁目30-1～3 385.0 471 

78 8306 個人住宅 有国2丁目20-2 398.0 471.538 124 8713 共同住宅 有田 1丁目24-4 650.0 725 

79 8307 個人住宅 小田部TT目225-1 109.0 538 125 8718 個人住宅 小田部5T目171 722.0 340 

80 8308 土地売却 小田部1丁目168 764.0 547 126 8724 個人住宅 小田部1丁目34-9 111.0 264 

81 8309 共同住宅 有国1丁目 8,000.0 129 127 8729 個人住宅 小田部1丁目418-1 180.0 264 

82 8310 土地売却 有田1丁目29刊，14 405.0 139 128 8730 個人住宅 南庄3丁目116 213.0 264 

83 8311 共同住宅 有国1T目127-3 300.0 139 129 8735 個人住宅 小田部2T目38 386.0 264 

84 8312 個人住宅 有国2丁目7-66 196.0 130 8739 小田部2丁目185-2 293.0 212 

85 8313 個人住宅 南庄3丁目261-1 93.0 131 8742 小田部2丁目131 118.0 234 

86 8314 個人住宅 小田部5T目143-3 220.0 113 132 8749 有国 1丁目8-3 142.0 1067 

87 8315 個人住宅 有国2丁目12番地6 230.0 139 133 8750 有国 1丁目32-4 443.0 234 

88 8316 個人住宅 有国1丁目 8-7 221.0 134 8753 有国2丁目12-3・4 406.0 212 

89 8317 個人住宅 南庄3T目261-1 230.0 135 8754 有田 2T目361 145.0 340 



調査 調査
調査原因 所在地

調査面 福岡市 調査 調査
調査原因 所在地

調査面 福岡市

次数 番号 積（侃） 報告書（集） 次数 番号 積（crri) 報告書（集）

148 8861 有国 1丁目184 414.0 340.426 店舗付
196 9967 

個人住宅
小田部3丁目16・17-2 69.0 784 

149 8905 分譲住宅 有国 1丁目21-3 145.0 234 

自宅兼 197 0013 個人住宅 小田部1丁目 33ー， 31 48.o I 年報15
150 18912 I 共同住宅 小田部3T目163 1,087.0 725 

南庄3T目20 5ー5I 45.o I 198 0020 個人住宅 870 

151 8919 分譲住宅 小田部1丁目203・207 70.0 308 自動車
199 0036 

展示場
有国2丁目20-8他 I 45.o I 870 

152 8953 店舗 小田部5丁目48,49 770.0 265 

153 8960 宅地造成 小田部5T目70,71 263.0 426 200 0038 個人住宅 有田 lT目8番14 169.0 870 

154 8961 店舗 有国 1丁目242 382.0 307 201 0103 個人住宅 小田部1丁目16-2 105.6 784 

155 8965 下水道埋設 有田地内 573.5 266 202 0117 共同住宅 南庄3丁目255の一部、256 502.0 735 

156 8979 個人住宅 有田 1丁目12-2 131.0 264 203 0213 個人住宅 小田部5丁目82-1・－2 119.4 784 

157 8980 個人住宅 小田部5T目131-1 128.0 264 店舗併用
204 0231 

住宅
｜有田T丁目25-13、－12 74.o I 784 

158 9020 個人住宅 有国 1丁目34-3 214.0 308 

159 9027 事務所 小田部3丁目251 207.0 307 自宅兼
205 0256 

共同住宅
小田部2丁目1551,1561 346.0I 869 

160 9029 共同住宅 小田部3T目251 508.0 339 

161 9033 下水道埋設 有田地内 200.0 266 206 0301 個人住宅 南庄3丁目72番3 66.0 870 

162 9034 共同住宅 小田部1丁目108他 132.0 264 207 0359 共同住宅 有国1丁目16-3 50.0 年報18

163 9036 共同住宅 小田部1丁目123 150.0 307 道路・南庄
208 0412 

小田部線
小田部5T目87-2、87-3 91.0 年報19

164 9041 共同住宅 小田部2T目106 416.0 308 

165 9047 倉庫 有国 1丁目21-11 198.0 307 小田部5丁目49-2、

個人住宅
209 0416 共同住宅 50-1、51-2、54-1 67.o I 年報19

166 9106 小田部5丁目5-39外 409.0 年報6

167 9117 校舎 小田部3T目32-1 520.0 434 210 0417 個人住宅 有田 lT目12-9 40.0 870 

168 9132 個人住宅 小田部5丁目154-1 455.0 684 211 0428 共同住宅 小田部5丁目193 433.0 871 

169 9147 共同住宅 有国 1丁目25-1 175.0 339 212 0429 個人住宅 有国2丁目20-10 195.0 年報19

170 9251 市営住宅 小田部3丁目179-1 750.0 473 213 0438 個人住宅 小田部5丁目170-1 106.0 年報19

171 9301 診療所 小田部TT目104.507 447.0 870 214 0448 個人住宅 小田部5T目印番の部 128.0 年報19

172 9332 共同住宅 小田部5丁目61 717.0 472 215 0466 個人住宅 小田部5丁目印番の一部 48.0 870 

173 9338 道路 小田部3丁目189-1.198 250.0 473 216 0484 共同住宅 小田部2丁目別、92-1、92-21,405.3 919 

174 9340 共同住宅 小田部2T目194.195 143.0 年報8 217 0508 個人住宅 有国TT目11-4 39.4 年報20

175 9401 共同住宅 小田部5丁目160～164 640.0 513 218 0515 個人住宅 有国1丁目12平 95.8 920 

176 9417 個人住宅 有国1丁目6-1 123.0 470 219 0519 個人住宅 小田部5丁目15-5 32.4 920 

177 9422 共同住宅 小田部5丁目150-3 480.0 513 220 0542 個人住宅 有田1丁目12-6の部 37.4 年報20

178 9516 マンンヨン 南庄3T目214 747.0 512 221 0549 共同住宅 有国1T目315 59.2 1067 

店舗付 222 0557 個人住宅 有国1丁目31-5 38.1 920 
179 19524 I 共同住宅 小田部2丁目102番地外 120.0 513 

223 0565 個人住宅 小田部3丁目204-2 107.1 1067 

180 9527 個人住宅 小田部3T目158-1番地 292.0 684 224 0616 個人住宅 小田部5T目47-1、47-2 98.5 920 

181 9607 学習塾 有国2丁目31-4 464.0 574 個人住宅
225 0638 

（車庫）
｜有田1丁目33平 34.5 I 920 

182 9625 個人住宅 有国1丁目10-4 351.0 657 

183 9634 事務所 有田2T目24-26 66.0 870 
226 10735 I 二二ィ’ I 810.o I 1024 
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例

(1）本報告『有田47』のうち I有田遺跡群第132次調査報告lは、福岡市教育委員会が、昭和62年度

の国庫補助事業として、早良区有田1丁目8-3で個人住宅建設に先だ、って調査を実施した有田

遺跡群第132次調査の発掘調査報告書である。

(2) 発掘調査は上記の主体により行われ、発掘調査は小林義彦、山崎龍雄が行い、報告書の作成は

山崎が行った。

(3）遺構の呼称は記号化し、柵列→SA、建物跡→SB、溝状遺構→SD、土坑→SK、柱穴→SP、性

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

（別

格不明遺構→sxとしている。
遺構の実測と写真撮影は小林が行い、遺物の実測と撮影は山崎が行った。

本報告に使用した図面の浄書は山崎が行った。

本報告に使用した方位は磁北であり、真北とは6°18＇酉偏する。

士層・遺物の色調の記録については新版標準士色帖に基づいている。

調帯忙係与ち間待精・出土清物問理職烹イk肘センィヤーで眠時保管し南用していぐ予需であろ



第132次調査

1. はじめに
1）調査に至る経緯

早良区有田・小田部・南庄地区に所在する有田遺跡群は、市内でも有数の重要遺跡として、昭和

52年度から国庫補助金を受けて、開発により破壊を避けられない個人専用住宅や小規模開発に対し

ても発掘調査を行い、記録保存を図って来た。今回の調査は昭和62年3月27日に、早良区有田1丁目

8-3に個人より住宅改築の申請（事前審査番号62-2-72）を受けたもので、周辺の調査例から遺跡が

存在することが予想されたので、家屋の解体後に調査を行うこととなった。調査は国庫補助事業とし

て行った。発掘調査は昭和63(1988）年1月25日～3月3日まで行った。整理・報告書作成は平成21年

度に国庫補助事業として行った。調査にあたっては、申請者及び関係各位、地元の方々にご理解と協

力を受けた。末尾ではあるが記して感謝の意を表する次第である。

2）調査の組織

【昭和62年度調査】

調査主体

調査総括

調査庶務

調査担当

福岡市教育委員会文化部埋蔵文化財課

文化部埋蔵文化財課課長 柳田純孝

同課第2係長

同課第1係係員

同課第2係係員

飛高憲雄

岸田隆

小林義彦、山崎龍雄

【平成21年度整理】

整理総括

調査庶務

整理担当

整理作業

文化財部埋蔵文化財第2課課長 田中寿夫

同課調査第1係長 杉山富雄

文化財部文化財管理課管理係 古賀とも子

埋蔵文化財第2課主任文化財主事 山崎龍雄

木藤直子

2.調査の記録
。調査の概要（Fig.1、PL.1)

調査区は有田遺跡群の東南部に位置する。台地の東縁を北流する金屑川に向かつて緩く傾斜する標

高約8mの台地東側緩斜面上に立地する。本調査区の西側には本報告書で報告の第137次調査、第88

次調査などがある。

調査は旧建物解体後に実施したが、作業効率を上げるため、表土を場外へ持ち出した。調査区の北



第132次調査

最大約1.2mを測り大型であるが、深さ約0.3～0.6mとそれほど深くない。柱径は痕跡から15cm前後

である。

出土遺物 各柱穴から弥生土器や古墳時代から古代にかけての土師器・須恵器が出土している。

1～5は須恵器。 1は高台が付く杯の口縁部。復元口径9.8cmを測る。調整は回転ナデ。 2は坪の小片。

調整は回転ヨコナデであるが自然軸がかかる。1・2共小田富士夫氏編年のVI期頃7世紀後半のものか。

3～5は坪身。 3はIIIB～NA期頃のもの。復元口径10.1cm、器高3.2cmを測る。外底部1/2は回転ケズ

リ、他は回転ヨコナデと内底部はナデ。 4はNB期。復元口径9.2cmを測る。調整は回転ヨコナデ。5

はNA期頃の口縁部。調整は回転ヨコナデ。 6～10は土師器。 6は小型の費。 7世紀後半のもの。復元

口径13.6cmを測る。器壁は摩滅するが胴部外面粗いハケ目が残り、内面は摩滅するがヘラケズリ。

色調は鈍い樫色を呈し、 71IlID以下石英・長石粗砂粒多く混入。 7～9は坪口縁。 7は小片で復元口径

12.8cmを測る。器壁は摩滅し調整は不明。 8は復元口径13.6cmを測る。外面黒斑がある。器壁は摩滅

し調整は不明。焼成はやや不良。 7・8共に胎土は精良。9は復元口径11.8cmを測る。器壁は摩滅し調

整不明。色調は浅黄樫色を呈し、焼成はやや不良。 10は高杯の脚部。調整はヨコナデ、器壁は内面

剥落している。色調は灰白色を呈し、胎士は21IlID以下石英砂粒含む。焼成はやや不良。 7世紀後半頃

G F E D C B A 

2 

3 
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1
11
1
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Fig.1 第132次調査区遺構全体図（1/100)
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吋ー寸ー

日明貫褐色粘土大プロック

H 黒褐色土（砂，Eじり）
15暗赤褐色士（明貫褐色粘土プロック混入1
16灰白色粘土に黒褐色土少量混入

’7黒色土（結質）
時灰白色粘土プロック

柑 黒色土

SB01土層名称
T赤黒色土（褐色粘土粒混入）

2黒褐色土｛褐色粘土粒翠入）

3黒色土に明黄褐色粘土プロック，毘入

4明貫褐色粘土中～大プロックに黒褐色土混入
5黒褐色士に灰白色粘土明貰褐色粘土混入

6黒褐色土に明黄縄色粘土粒混入
7黒褐色土｛腐権土）

8禍灰色土

9綱貴褐色粘土に8を，E入
10禍灰色主に明黄禍色土プロック混入

刊晴赤灰色

12褐灰色土（褐色粘土粒混入）

D
F
刊

出）
0 1邸「穴叩
¥J.9合ンP8

日 明1.95 Q 

18 

SB03土層名称
1赤黒色土に褐色粘土粒,A入
2晴赤灰色主に明貧褐色粘土プロック進入
3黒褐色土に褐色粘土小プロック混入
4 橿暗褐色土に褐色粘土大プロック混入
5明黄褐色粘土に褐灰色土混入
6黒褐色土
7明黄褐色粘土に褐灰色土混入
8黒褐色土で明黄褐色粘土プロック混入
9 明黄褐色粘土・灰白色粘土プロック ・黒褐色土
10明黄褐色粘土プロック

凶OZL=l

SB02 

／ 

SB03 

9」r一 匡正

P1 

包
寸

叩 E

＼ 
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P4 

一~ー

SB01～03 (1/80) 
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Fig.2 
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SB05 

S805土層名称
1黒褐色土

2 赤灰色土に褐色粘土粒・砂粒混入

3 明責褐色粘土中プロックに褐灰色土混入
4 明責褐色粘土中～大プロックに褐色土少量混入

5極暗赤禍色土に褐色粘土粒混入
6 明貰褐色粘土中プロックと灰白色粘土プロックの混合に褐灰色土少量混入

7赤黒色土に明貰縄色粘土プロック混入

8 極暗赤褐色土に褐色粘土粒・砂粒混入

9 灰白色粘土と明黄褐色粘土小～中プロックに灰褐色土混入

叩貫縄色粘土中プロックと褐灰色土の混合で灰白色粘土プロック世量混入

刊黒縄色土に暗褐色土粒理入

12灰褐色主で賞褐色粘土中～小プロックをやや書〈混λ
13明責褐色粘土プ口、ノクに褐灰色土少量混入

14禍灰色土で粘土プロック混入

15明貰褐色粘土小～大プロック

P? 

!& 
N 

~ 

OP, 2~ 円 2.75 n 2.10 w』
込~回＇－＇~之』同

~ 
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L=7.20m 

0 4m 
e-.-ー←ー←ャー←一一一ー一一一一－＋ 一一一一」ー一一一一一一」

Fig.3 S805 (1/80) 

のものか。 11は盤か鉢の口縁部。復元口径16.6cmを測る。器壁は摩滅し調整は不明。色調は鈍い檀

色を呈し、胎土に1mm内外白色・赤色粒子を多く含む。 16は砥石の一部。使用により欠損している。

残存長15.7cm、残存最大幅6.0cmを測る。砥面表面には使用擦痕や削り痕が残る。17は基部が平基の

黒曜石の石鉱。蟻身1.95cm、幅1.3cm、厚み0.3cmを測る。一部自然面が残り、やや雑なっくりではあ

るが、側縁は細かい二次調整を加えている。 3・7・16はPl出土。 8はP2出土。 2・5はP3出土、 1• 11・

17はP5出土。 10はP7出土。 6・9はPS出土。 4はpg出土。

S802 (Fig.2、PL.1)

SBOl・05を切る主軸をN47。Eに取る1問×1聞の建物。規模は梁間2.75～3.05m、桁行4.05～

4.20mを測る。柱穴平面形は方形または長方形で、規模は長軸長約0.7～0.95mを測り、深さ約0.35

～0.4mでそれほど深くない。削平を受けているのであろう。柱径は残る痕跡から約20cmと推定する。

出土遺物 各柱穴から弥生土器、古墳時代の士師器・ 須恵器、 黒曜石剥片、石斧片などが出土して

いるが、いずれも細片で時期を示すものはない。

S803 (Fig.2・4、PL.1・2・4)

調査区南西隅で検出した主軸をN-45。30’－Eに取る、 SB01に切られる建物の一部。全体は不明で

あるが、西に隣接する第137次調査区には延びず、南側に延びると考える。規模は1間×l聞かそれ以

上で、梁間3.00m、桁行2.30mを測る。柱穴平面形は方形で、規模は長軸長約0.65～l.Om、深さ約

0.45～0.60mを測る。柱径は残る柱痕跡から15～20cmと推定する。

出土遺物 2基の柱穴から弥生土器と古墳時代以降の土師器、輔羽口、黒曜石剥片などが出土して

いる。 12は輔羽目。残存長12.3cm、最大径7.3cm、孔径2.3仰を測る。調整は面取り後ナデで、先端

は使用により焼けて灰～灰白色に変色している。胎土は4皿内石英・長石砂粒を多く混入する。
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S801・03・04・05出土遺物（1/3・1/2・1/1)

S804 (Fig.1・4、PL.1)

図示していないが、東壁にかかる建物で、可能性として報告する。住方向はSB03に近い方向であ

る。確認規模は3.90mを測る。柱穴平面形は長方形で、規模は長軸長約0.5m、深さは約0.3mを測る。

柱径は痕跡から約20cmを測る。埋土は暗赤褐色土で地山ローム土ブロック混入。

出土遺物 2基の柱穴から弥生土器、古代の土師器・須恵器が少量出土。外にも鉄津3出土。土器

は細片が多い。 13は須恵器の壷か衰の口縁。口唇部の形態から7世紀後半から8世紀前半か。調整は

ナデ。色調は灰色。胎土は細かい白色砂粒を含む。 14は土師器の鉢口縁部。復元口径16.0cmを測る。

器壁は摩滅し調整は不明。色調は樫色を呈す。胎士に2阻内石英・長石粒を含む。 13はPl、14はP2出土。
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SB05 (Fig.3・4、PL.1)

SBOlの東側で主軸をN-16°-Eに取る梁間・桁

行2間×4聞の建物。北東側は撹乱で削平が著し

く不明。規模は梁聞が4.80m、桁行9.60mを測る。

柱穴平面形は方形または長方形で、規模は長軸

長が約0.8～1.2m、深さは約0.3～0.6mを測る。

柱径は痕跡から15cm前後と推定する。

出土遺物 各柱穴から弥生土器、古代初め頃

の土師器・須恵器と砥石や黒曜石剥片、鉄棒1な

どが少量出土している。 15は土師器の費口縁。

復元口径16.0cmを測る。調整は外面ハケ目とヨ

コナデ、内面は口縁ハケ目、胴内面摩滅するが

ヘラケズリ。 7世紀後半代のもの。 18は砂岩製の

磯錐。錐先は欠損する。残存長4.3cm、最大幅

3.1cmを測る。表面は研磨仕上げである。 15・18はP3出土。

_q]:2,, ＼~可

亡二二二二二つ

22 。 10cm 

Fig.5 SD01出土遺物（1/3)

②溝状遺構

SD01 (Fig.5、PL.1・4)

調査区南側で検出した主軸をN87° Eに取る東西方向の小溝。確認、長約9m、幅約0.6～0.9mを測

る。深さは約0.1～0.15mを測り浅い。埋土は暗褐色（7.51宋2/4）土である。

出土遺物 弥生土器や古墳時代の土師器・須恵器、中世の土師器、輸入磁器の白磁・青磁と、石錘、

黒曜石剥片などが少量出土している。 19は白磁碗の底部細片。大宰府編年のVI類に近い形態か。高

台外面から内面はくすんだ乳白色紬がかかり、見込みに組い貫入が入る。高台内はケズリ。 20・21

は須恵器。 20は杯の底部。復元高台径5.8cmを測る。調整は回転ヨコナデ。 21は漏斗状に開く口縁。

口径8.4cmを測る。調整は回転ヨコナデ。色調は黒色を呈す。22は石錘か。肩平な下膨れの楕円形状

を呈す。最大長11.2cm、最大幅7.9cm、厚さ1cm前後を測る。表面は敵打調整後擦り仕上げであるが、

側面などに蔽打痕が明瞭に残る。右側面を打欠く。形態から錘と考える。

③土坑

SK01 (Fig.6、PL.2・4)

調査区南西隅で検出した、 SBOl柱穴P7を切る隅丸長方形状を呈す士坑。規模は長軸長1.25m、短

軸幅0.65m、深さ0.20mを測る。壁面は急である。埋士は暗赤褐色から赤黒色士で黄褐色粘土ブロ

ックを若干含む。

出土遺物 弥生土器や古墳時代以降の土器細片多数と、砥石片、石嫉、黒曜石剥片などが出土。

重複関係から7世紀後半以降の時期。29は黒曜石石嫉。基部は平基で、形状は偏った三角形状を呈す。

鍛身2.0αn、最大幅1.5cm、厚み0.4cmを測る。全面に細かい調整を加えるがやや雑である。

SK02 (Fig.6) 

調査区南側、 SDOlの下で検出した隅丸長方形状を呈す土坑。底面には楕円形状の落込みがある。

規模は長軸長1.23m、短軸幅0.63m、深さ0.33m、浅い落込み部で0.40mを測る。埋土は暗赤褐色

から黒褐色土で黄褐色粘土ブロックを若干含む。
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SK01土層名称
1暗赤褐色土（買褐色粘土粒若干混入）

2赤黒色土｛鳳味強い）

。~ 

L=7.40m 

L=7.00m SK05 

SK03土層名称
1鈍い赤褐色土

2黒褐色土で黄色粘土プロック少量混入
｛包含層、砂混じり）

3 赤褐色土に黄色粘土小プロック混入

4 3で粘土プロックの混入少ない

5黒褐色土に黄色粘土大プロック混入

6黒色土と黄色粘土大プロックの混入
7灰置縄色土

lム－ 8黒色土で賞色粘土プロック世量混入
: 9黒色土
叩貫色粘土中～大プロックに黒色士混入

11赤黒色土
12黒色土に賞色粘土中～大プロック混入

13賞色粘土大プロックに灰褐色土遷入

Nこァτヲ），
SK02土層名称 一
1暗赤褐色土（貫褐色粘土粒・砂粒世量混入）

2黒褐色土と貰褐色粘土プロックの混合
3極暗褐色土（黄色粘土粒若干混入）

4橿暗褐色士

5 3より黄色粘土の混入事い（軟質）

。 1m 

L=7.00m 
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Fig.6 SK01～05と出土遺物（1/40・1/3・1パ）
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Fig.7 ピット出土遺物（1/3・1/1)
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出土遺物 弥生土器、古墳時代から古代初め頃の土師器・須恵器が出土。いずれも細片である。

SK03 (Fig.6、PL.3・4)

調査区北西部で検出した大型の土坑状の落込み。 SBOlや大型ピットが上面より掘り込む。南東側

で直角状にコーナーを持つ。規模は南北長4m以上、深さは0.35mを測る。埋土は上層が赤褐色から

黒褐色土、下層は黄色粘土ブロックが主体となる。

出土遺物 弥生土器、古墳時代の土師器・須恵器などと黒曜石剥片・石核と鉄津4が出土。 23・24

はNA期の坪身。復元口径9.0cm・11.0佃を測る。 24は外底部回転ヘラケズリ。口縁部から体部は回
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Fig.8 包含層・表土出土遺物（1/3)

転ヨコナデ。色調は灰オリーブ・灰色。胎土はいずれも精良。 25・26は土師器。 25は小型壷胴部。

器壁は摩滅し調整は不明。内面は指抑え痕が残る。色調は樺色を呈し、胎土は精良。 26は土師器の鉢。

復元口径17.0cmを測る。調整は体部外面組いハケ目、口縁部はヨコナデ、内面はハケ目後ナデ。色

調は鈍い黄樫色を呈し、胎土に2mm内外白色砂粒多量混入。 5世紀頃のものか。

SK04 (Fig.6) 

調査区北東側、壁にかかる不定形の土坑。上部には旧建物基礎がかかる。長軸長1.85mを測る。

底面はテラス状に深くなり、最大深さ0.20mを測る。埋土は暗褐色土で、黄色粘土ブロック混入。

出土遺物 弥生土器、古墳時代から古代にかけての土師器・須恵器、古代の黒色土器が少量出土。

27は黒色土器B椀底部。復元底径6.6cmを測る。器壁は摩滅し調整は不明。色調はオリーブ黒色を呈す。

10世紀中から後半のもの。 28は土師器の翌日縁部片。 8世紀のもの。器壁は摩滅し調整は不明。色調

は黄櫨色呈す。

SK05 (Fig.6、PL.3)

調査区南西隅で検出した平面形が不整円形を呈す土坑。 SBOlに切られる。規模は0.90×0.85m、

最大深さは1.14mを測る。底面は二段掘りである。褐灰色の八女粘土層まで掘り込んでいる。井戸

の可能性がある。

出土遺物 弥生土器の饗などの細片が出土したが、 量は少なく、図示出来るものもない。

④ピット出土遺物（Fig.7、PL.4)

図化出来た遺物を報告するが、必ずしもピットの時期を表すものではない。 30はSP02出土。土製

円板で径は5.6×5.1佃、厚さ1.3cmを測る。色調は樫色を呈し、胎土に2mm以下石英・長石粒多く混入。

31はSP03出土。須恵器の高坪坪部で外面櫛描波状文を施す。色調は外面オリーブ黒色、内面白然軸

がかかり灰白色を呈す。 32はSP05出土。黒曜石の石蟻。平基で先端を欠損する。蟻身は現存で1.7cm

を測る。表面の風化、欠損が著しい。 33・34はSP46出土。 33は土師器皿。復元口径16.0cmを測る。

調整は回転ナデ。色調は灰白色を呈す。 8世紀後半のもの。 34は高坪脚部。脚裾径は20.0叩を測る。

調整は外面器壁が剥離し不明、内面は、裾部は不明であるがケズリとナデ。色調は櫨色を呈し、焼成

はやや不良。 35はSP65出土。弥生土器の須玖E式費口縁部で、器壁は摩滅し調整は不明。色調は浅

黄櫨色を呈し、焼成はやや不良。 36はSP71出土。弥生土器の嚢底部。復元底径7.0cmを測る。器壁は

摩滅し調整は不明。色調は鈍い黄櫨色を呈す。37はSP81出土。小型の仕上げ砥石。残存長10.0cm、

幅2.5cmを測る。断面は方形を呈す。各面は使用し、鋭利なものを研いだ、のか明瞭な窪みが残る。石

材は粘板岩。 38はSP82出土。 須恵器の坪口縁部。調整は回転ヨコナデ。色調は灰色で、 自然紬がか
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かる。 39・40はSP84出土。 39は士師器の費で復元口径15.6cmを測る。外面は口縁部ヨコヘラミガキ、

胴部は平行タタキ。内面はナデとケズリ。 40は肩平な円磯を使用した叩石か。全長14.5cmを測る。

上部先端は使用によるのか面が潰れている。色調は灰白色を呈す。石材は花闘岩。 41はSP92出土。

須恵器の蓋小片。ナデと外面天井部回転ケズリ。 8世紀前半頃のもの。 42・43はSP115出土。 42は小

型壷の胴部。 SK03出土の破片と接合。外面細かいハケ目、内面ケズリ。古墳時代前期のもの。色調

は鈍い撞色を呈し、胎土に砂粒以外、赤色微粒子多く混入。 43は甑の口縁部。外面はナデ、内面は

摩滅し調整は不明。 44はSPll7出土。外来系の小型器台の脚部。色調は鈍い黄樫色を呈す。 45・46

はSP121出土。 45は士師器の費口縁部。復元口径14.8cmを測る。調整は口縁部ナデで、色調は浅黄

樫色を呈す。 5世紀頃のものか。 46は匙の一部。器壁は摩滅し調整は不明。色調は灰白色を呈し、焼

成はやや不良。 47はSP131出土。須恵器の高台付底部。復元高台径8.1αnを測る。色調は灰色を呈す。

8世紀前半のもの。 48はSP136出土。土師器の嚢口縁部。復元口径16.4cmを測る。器壁は摩滅し調整

は不明。色調は浅黄撞色を呈す。 6世紀頃か。 49はSP151出土。古代の土師器で坪と思われる口縁部

片。器壁は摩滅し調整は不明。色調は浅黄櫨色を呈し、焼成は不良。

⑤包含層・表土・その他の出土遺物（Fig.8)

50～54は包含層出土。 50は弥生土器の費口縁部。復元口径17.0cmを測る。器壁はやや摩滅するが、

調整はナデとハケ目。色調は樫色を呈し、焼成はやや不良。 51は古墳時代後期の土師器の鉢口縁部。

器壁は摩滅し調整不明。 52～54は須恵器。 52は坪身片。復元口径11.8cmを測る。 IIIA期のもの。調

整は回転ナデ。色調は灰色を呈す。 53は躍の口縁部。復元口径8.8cmを測る。調整は回転ナデで、外

面波状文を施す。色調は灰黄色を呈す。 54は大型の杯の底部。復元高台径9.6cmを測る。調整は回転

ナデ。 55・56は表土出土。 55は土師器の鉢か椀の口縁部小片。器壁はやや摩滅するがナデか。 56は

青磁碗底部。復元高台径5.4cmを測る。発色は悪いオリーブ黄紬の施軸で、畳付は軸を掻き取る。

この他、図示してはいないが、各遺構から若干の旧石器時代と思われる遺物が出土している。内訳

はSP106黒曜石剥片1、包含層黒曜石石核1、SK03と出土地不明から、サヌカイト剥片各1である。

3. まとめ
遺構の時期は大きく古代と中世の二時期である。

古代は検出遺構の中心時期で、掘立柱建物や土坑などである。建物は5棟検出したが、いずれも大

型である。重複関係から見るとSB03→SBOl・05→SB02となる。 SB04は一部のみのため不明。 SBOl・

05は主軸がやや異なるが、規模はほぼ同じの側柱建物で近い時期のものであろう。建物の時期とし

ては、柱穴で遺物が少ないこともあって判断は難しいが、少量の遺物から7世紀後半～8世紀頃と推
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( 1）第132次調査区全景（東から）

(2) S801柱穴P2断面（東から） (3) S801柱穴P3断面（東から）

(4) SD01 （北東から）
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(1) S803 P2羽口出土状況（西から）

(2) SK01 （南から）
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各遺構出土遺物（縮尺不統一）
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